
労
働
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
概
要

長
時
間
労
働
を
抑
制

す
る
と
と
も
に
、
労

働
者

が
、
そ
の

健
康

を
確
保
し
つ
つ
、
創

造
的

な
能

力
を
発

揮
し
な
が

ら
効

率
的

に
働

く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
労

働
時
間

制
度
の

見
直
し
を
行

う
等
所

要
の
改

正
を
行

う
。

（
１
）
中
小
企
業
に
お
け
る
月

60
時
間
超
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
の
見
直
し

•
月

6
0
時
間
を
超
え
る
時

間
外

労
働

に
係

る
割

増
賃
金

率
（
5
0
%
以
上
）
に
つ
い
て
、
中

小
企
業

へ
の
猶

予
措

置
を
廃

止
す
る
。
（
３
年

後
実

施
）

（
２
）
著
し
い
長
時
間
労
働
に
対
す
る
助
言
指
導
を
強
化
す
る
た
め
の
規
定
の
新
設

•
時
間
外
労
働
に
係

る
助

言
指

導
に
当

た
り
、
「
労

働
者
の

健
康
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
特

に
配
慮

し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
旨

を
明

確
に
す
る
。

（
３
）
一
定
日
数
の
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

•
使
用
者
は
、

1
0
日

以
上

の
年

次
有

給
休

暇
が

付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
、
５
日
に
つ
い
て
、
毎
年

、
時

季
を
指

定
し
て
与

え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と

と
す
る
（
労
働
者
の

時
季

指
定

や
計

画
的

付
与
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
年
次

有
給
休

暇
の
日

数
分
に
つ
い
て
は

指
定

の
必

要
は

な
い
）
。

（
４
）
企
業
単
位
で
の
労
働
時
間
等
の
設
定
改
善
に
係
る
労
使
の
取
組
促
進

（
※
労
働
時
間
等
の
設

定
の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
改
正
）

•
企
業
単
位
で
の
労

働
時

間
等

の
設

定
改

善
に
係

る
労

使
の
取

組
を
促
進
す
る
た
め
、
企
業
全

体
を
通

じ
て
一

の
労

働
時

間
等

設
定

改
善

企
業

委
員

会
の
決
議
を
も
っ
て
、
年

次
有

給
休

暇
の

計
画
的

付
与
等
に
係
る
労
使
協

定
に
代

え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
す
る
。

Ⅰ
長

時
間

労
働

抑
制
策
・年

次
有
給
休
暇
取

得
促
進

策
等

（
１
）
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
見
直
し

•
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

の
「
清

算
期

間
」
の

上
限

を
１
か

月
か
ら
３
か
月
に
延
長
す
る
。

（
２
）
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
見
直
し

•
企
画
業
務
型
裁

量
労

働
制

の
対

象
業

務
に
「
課
題
解

決
型
提

案
営
業
」
と
「
裁

量
的
に

P
D

C
A
を
回
す
業

務
」
を
追

加
す
る
と
と
も
に
、
対

象
者

の
健

康
確
保
措
置
の
充
実

や
手

続
の

簡
素

化
等

の
見
直
し
を
行

う
。

（
３
）
特
定
高
度
専
門
業
務
・
成
果
型
労
働
制
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
）
の
創
設

•
職
務
の
範
囲
が

明
確

で
一
定
の
年

収
（
少

な
く
と
も

1
,0

0
0
万
円

以
上
）
を
有
す
る
労

働
者
が
、
高
度

の
専

門
的

知
識

を
必

要
と
す
る
等

の
業

務
に
従

事
す
る
場
合
に
、
健

康
確

保
措

置
等

を
講

じ
る
こ
と
、
本
人

の
同
意

や
委
員

会
の
決

議
等

を
要
件

と
し
て
、
労

働
時

間
、
休

日
、
深

夜
の

割
増

賃
金

等
の

規
定
を
適
用
除
外

と
す
る
。

•
ま
た
、
制
度
の
対

象
者

に
つ
い
て
、
在

社
時

間
等
が
一

定
時
間

を
超

え
る
場

合
に
は
、
事

業
主
は

、
そ
の

者
に
必

ず
医

師
に
よ
る
面

接
指

導
を
受

け
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。
（
※
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
）

Ⅱ
多

様
で
柔

軟
な
働
き
方
の
実
現

施
行

期
日
：
平

成
２
８
年
４
月
１
日

（
た
だ
し
、
Ⅰ

の
（
１
）に

つ
い
て
は
平

成
３
１
年

４
月

１
日

）
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中
小
企
業
に
お
け
る
月

60
時
間

超
の
時

間
外
労

働
に
対

す
る
割
増
賃
金
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て

時
間

外
労

働
が

月
6
0時

間
超
で
あ
る

労
働

者
が

存
在

す
る
割

合
平
均
的
な
時
間
外
労
働
が

月
6
0
時
間
超
で
あ
る
割
合

大
企

業
中

小
企

業
大
企
業

中
小
企
業

全
体

8
.1

%
4
.4

%
0
.5

%
0
.8

%

自
動
車
の
運
転
の
業
務

4
0
.6

%
4
2
.2

%
1
1
.7

%
1
3
.4

%

現
行

改
正
案

1
か

月
の

時
間

外
労

働
（
１
日

８
時

間
・
１
週

４
０
時

間

を
超

え
る
労

働
時

間
）

６
０
時

間
以

下
６
０
時

間
超

大
企
業

２
５
％

５
０
％

中
小
企
業

２
５
％

２
５
％

1
か

月
の

時
間

外
労

働
（
１
日

８
時

間
・
１
週

４
０
時

間

を
超

え
る
労

働
時

間
）

６
０
時

間
以

下
６
０
時

間
超

大
企
業

２
５
％

５
０
％

中
小
企
業

２
５
％

５
０
％

平
成

２
２
年

４
月
以
降
、
当
分
の
間
適
用
猶
予

（３
年

後
見

直
し
規

定
あ
り
）

平
成

2
5
年
度
の
「脳

・心
臓

疾
患

」の
労

災
支

給
決
定

件
数

3
06
件

の
う
ち
、

93
件
（
30

.4
%）
が
「自

動
車
運
転
従
事
者
」


関

係
省
庁
・
業
界

団
体

等
と
の

連
携
の
下
、
長

時
間
労

働
の
抑

制
に
向
け
た
環

境
整

備
を
進

め
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の

間
、
施
行

は
猶

予
す
る
こ
と
と
し
、
施
行

日
は
他

の
項
目

よ
り
３
年
遅

ら
せ
る
（
平

成
3
1
年

4
月

）
。
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年
次

有
給

休
暇

（
年

休
）の

確
実

な
取

得
に
つ
い
て

①
時
季
指
定

（
例
：
「
○
月

×
日
に
休
み
ま
す
」
）

労
働

者
使

用
者

②
○
月

×
日
に
年
休
が
成
立

①
時
季
の
希
望
を
聴
取

②
希
望
を
踏
ま
え
時
季
指
定

（
例
：
「
○
月

×
日
に
休
ん
で
く
だ
さ
い
」
）

労
働

者
使
用
者


年
休
が
１
０
日
以
上
付
与
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
限
る


以
下
の
ケ
ー
ス
：使

用
者
は
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る


労
働
者
が
自
ら
５
日
以
上
の
年
休
を
取
得
し
た


労
働
者
自
ら
の
取
得
３
日
＋
計
画
的
付
与
２
日


労
働
者
が
自
ら
２
日
の
年
休
を
取
得
し
た


３
日
の
年
休
の
計
画
的
付
与
が
行
わ
れ
た

※
こ
の
ほ
か
「
計
画
的
付
与
」
（
労
働
者
側
の
代
表
と
使
用
者
と
の
協
定
の
締

結
）
に
よ
り
時
季
を
決
め
る
こ
と
も
可
能
（
平
成

2
5
年
導
入
企
業
割
合

1
9
.6
％
）

「
た
め
ら
い
」
か
ら
、
そ
も
そ
も
①
の
時
季
指
定
を
行
い
に
く
い

現
行

改
正
案

年
５
日

の
年

休
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
仕
組
み
と
す
る

＜
参

考
＞

継
続

勤
務
年
数

６
か
月

１
年
６
か
月

２
年
６
か
月

３
年
６
か
月

４
年
６
か
月

５
年
６
か
月

６
年
６
か
月
以
上

年
休
の
付
与
日
数

１
０
日

１
１
日

１
２
日

１
４
日

１
６
日

１
８
日

２
０
日


法

定
の

年
休

付
与
日
数
（継

続
勤
務
の
年
数

に
応

じ
て
付

与
日

数
は
異

な
る
。
ま
た
、
そ
の

期
間
の
全
所
定
労
働
日
の
８
割
の
出
勤
が
必
要
）

※
１
週
間
の
所
定
労
働
日
数
が
通
常
の
労
働
者
よ
り
少
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
日
数
や
継
続
勤
務
年
数
に
応
じ
て
、
１
～

１
５
日
の
年
休
が
付
与
さ
れ

る
。


我

が
国

の
年

休
取
得
率
：４

８
．
８
％
（平

成
２
５
年

）
⇔

平
成

３
２
年
の
政
労
使
目
標
：
７
０
％


１
年
間

で
年

休
を
１
日
も
取
得
で
き
て
い
な
い
労

働
者
の

割
合

：
１
６
．
４
％

（
平
成
２
３
年
）

③
○
月

×
日
に
年
休
が
成
立

使
用
者
の
時
季

指
定
は
不
要

使
用
者
は
５
日
に
足
り

な
い
日
数
の
み
指
定
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
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

と
は

、
「
清

算
期

間
」
（
現
在
、
最
長
１
か
月
）
で
定

め
ら
れ
た
所

定
労

働
時

間
の

枠
内

で
、
労

働
者

が
始
業
・
終
業
時

刻
を
自

由
に
選

べ
る
制
度
。
結
果
的

に
、
労

働
時
間

が
長
い
日

も
あ
れ

ば
、
短

い
日

も
あ
る
。


こ
の
た
め
、
労
働

者
は

、
「
清

算
期

間
」
に
お
け
る
所
定

労
働
時

間
に
達
す
る
よ
う
、
労

働
時

間
を
調

整
し
て
働

く
（
法

定
労

働
時

間
の
枠
を
超

え
れ

ば
割

増
賃

金
が

発
生
）
。

現
在

、
「
清

算
期

間
」
が

最
長
１
か
月
な
の

で
、
労
働

者
は

、
１
か
月
の

中
で
の

生
活

上
の

ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
こ

と
は
で
き
る
が

、
１
か

月
を
超
え
た
労
働
時

間
の
調

整
は

で
き
な
い
。

現
行


「
清

算
期

間
」
を
最

長
３
か

月
に
延

長
し
、
よ
り
柔
軟

な
働
き
方

を
可

能
と
す
る
。


例
え
ば
、
「
６
・
７
・
８
月

の
３
か

月
」
の
中

で
労
働
時

間
の
調

整
が
可

能
と
な
る
た
め
、
子

育
て
中

の
親

が
８
月

の
労

働
時

間
を
短

く
す
る
こ
と
で
、
夏

休
み

中
の

子
ど
も
と
過

ご
す
時

間
を
確

保
し
や

す
く
な
る
。


た
だ
し
、
各
月

で
週

平
均

５
０
時

間
（
時
間

外
労
働

が
月

４
５
時
間
弱
と
な
る
時

間
に
相

当
）
を
超

え
た
場

合
は

、
使

用
者

は
そ
の
各
月
で
割
増

賃
金

を
支

払
う
必

要
。

改
正
案

清
算
期
間
を
３
か
月
と
す
れ
ば
・
・・

①
割
増
賃
金
を
支
払
う
必
要
は
な
く
な
る

②
６
月
に
働
い
た
時
間
分
は
、
８
月
に
働
か
な

く
て
も
欠
勤
扱
い
と
な
ら
な
い

課
題

８
月

７
月

６
月

労
働
時
間

法
定
労
働
時
間

①
現
行
で
は
１
か
月

で
清

算
す
る
の
で
、

こ
の
分
の
割
増
賃
金
を
支
払
う
必
要

②
所
定
労
働
時
間
（
通
常
は

法
定
労
働
時
間
以
内
で
設
定
）

働
い
て
い
な
い
た
め
、
現
行
で
は
欠
勤
扱
い
と
な
る

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

の
見

直
し
（
清
算

期
間
の

上
限
の
延
長
）
に
つ
い
て
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企
画

業
務

型
裁

量
労

働
制

の
見

直
し
（対

象
業

務
の
拡

大
等
）
に
つ
い
て


裁
量

労
働

制
と
は
、
労
使
で
決
め
た
時
間

を
労

働
し
た
も
の

と
「
み
な
す
」制

度
。
企
画

型
・専

門
型
の
２
種
類
が
あ
る
。

現
行

改
正
案 課
題

解
決

型
提
案
営
業

（
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
）

【
例
】
取
引
先

企
業

の
ニ
ー
ズ
を
聴

取
し
、
社
内

で
新

商
品

開
発
の
企
画
立
案
を
行
い
、
当
該
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
開

発
の

上
、
販

売
す
る
業

務
等

裁
量

的
に

P
D

C
A

を
回

す
業
務

【
例
】
全
社
レ
ベ
ル

の
品

質
管
理

の
取
組

計
画
を
企

画
立
案

す
る
と
と
も
に
、
当
該
計
画
に
基
づ
く
調
達
や
監
査

の
改
善

を
行

い
、
各

工
場

に
展
開

す
る
と
と
も
に
、
そ
の

過
程
で
示
さ
れ
た
意
見
等
を
み
て
、
さ
ら
な
る
改
善

の
取
組

計
画

を
企

画
立

案
す
る
業

務
等

①
「
企

画
・
立

案
・
調

査
・
分

析
」
の
業
務
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
以

下
の

２
類

型
を
対

象
業

務
に
追

加
（
あ
わ

せ
て
、
使

用
者

の
労
働
基
準
監

督
署
へ

の
報
告

義
務
は

、
制

度
導

入
後

６
か

月
目

の
み

と
す
る
よ
う
簡

素
化

）

課
題

①
現
在
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
業
務
は
「
企
画
・
立
案
・
調
査
・
分
析
」
の
業
務
で
あ
る
が
、
対
象
業
務
が
限
定
的
で
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
業
務
の
複
合
化
等
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。

②
裁
量
労
働
制
の
下
で
働
く
方
に
講
じ
ら
れ
る
健
康
確
保
措
置
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
制
度
を
導
入
し
な
が
ら
、
出
勤
時
間
に
よ
る
厳
し
い
勤
怠
管
理
を
行
っ
て
い
る
等

の
実
態
が
見
ら
れ
る
。

例
．
み
な
し
労

働
時
間
：９

時
間
、
休
憩
１
時
間

の
場

合

※
１
日

の
み
な
し
労
働
時
間
を
「
９
時
間
」
と
労
使
で
決
め
た
場
合
、

1
7
時
で
退
社
し
て
も
（
＝
実
労
働
時
間
７
時
間
）
、

2
0
時
で
退
社
し
て
も
（
＝
実
労
働
時
間

1
0
時
間
）
、

時
間

外
割
増
賃
金

は
同
額
（
＝
１
時
間
分
）
と
な
る
。

み
な
し
労

働
時
間
（
９
時
間
）

実
労

働
時
間

出
社

9:
00

賃
金

計
算
上
の
労
働
時
間

19
:0

0
20

:0
0 退
社

17
:0

0

時
間
外
割
増
賃
金
の

対
象
（
１
時
間
分
）

退
社

Ｂ
さ
ん

Ａ
さ
ん

18
:0

0

７
時
間

１
０
時
間

②
健
康
確
保
措

置
と
し
て
、
現

在
、
指

針
に
例
示
さ
れ

て
い
る
内

容
（
特
別

な
休
暇

の
付

与
、
健

康
診

断
等

）
を
省

令
で
規

定
裁
量

労
働
制
が
「
始

業
・
終

業
時

刻
が

労
働
者
に
委
ね
ら
れ
る
制
度
」
で
あ
る
こ
と
を
法

律
上

も
明

確
化
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
「
高
度

の
専

門
的
知
識
等
を
必
要
と
す
る
」
と
と
も
に
「
従
事

し
た
時
間
と
従

事
し
て
得

た
成

果
と
の
関
連
性
が
通
常
高
く
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」

と
い
う
性

質
の

範
囲
内
で
、
具
体
的
に
は

省
令

で
規

定


金

融
商

品
の

開
発

業
務

、
金

融
商

品
の

デ
ィ
ー
リ
ン
グ
業

務
、
ア
ナ
リ
ス
ト
の

業
務

（
企

業
・
市

場
等

の
高

度
な
分

析
業

務
）
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の

業
務

（
事

業
・
業

務
の

企
画

運
営

に
関
す
る
高

度
な
考
案

又
は
助

言
の
業
務
）、

研
究
開
発
業
務
等
を
想
定

１
．
対
象
業
務


書

面
等

に
よ
る
合
意
に
基
づ
き
職
務
の
範

囲
が
明

確
に
定

め
ら
れ

て
い
る
労

働
者


「
１
年

間
に
支

払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
賃
金

の
額
が

、
『
平
均
給

与
額

』の
３
倍

を
相
当

程
度
上
回
る
」水

準
と
し
て
、
省
令
で
規
定
さ
れ
る

額
（
1
0
7
5万

円
を
参
考
に
検
討
）以

上
で
あ
る
労

働
者


「
本

制
度

の
対
象
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
賃

金
が

減
ら
な
い
こ
と
と
す
る
」
旨
を
法

定
指
針
に
明
記

２
．
対
象
労
働
者


使

用
者

は
、
客

観
的
な
方
法
等
に
よ
り
在
社

時
間

等
の

時
間
で
あ
る
「健

康
管
理

時
間
」
を
把
握


健

康
管

理
時

間
に
基
づ
き
、
①
イ
ン
タ
ー
バ

ル
措
置

（終
業

時
刻

か
ら
始

業
時
刻

ま
で
の

間
に
一
定
時
間
以
上
を
確
保
す
る
措
置
）
、
②
１
月

又
は

３
月

の
健

康
管
理
時
間
の
上
限
措
置
、
③

年
間
１
０
４
日

の
休

日
確
保

措
置
の

い
ず
れ

か
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
省
令
で
定
め
る
事
項

の
う
ち
か

ら
労

使
で
定
め
た
措
置
を
実
施


併

せ
て
、
健

康
管
理
時
間
が
一
定
時
間
を
超

え
た
者

に
対

し
て
、
医
師

に
よ
る
面

接
指

導
を
実
施

３
．
健
康
管
理
時
間
に
基
づ
く
健
康
確
保
措
置
等


職

務
記

述
書

等
に
署
名
等
す
る
形
で
職
務

の
内
容

及
び
制

度
適
用

に
つ
い
て
の

本
人
の

同
意
を
得
る
。


導

入
す
る
事

業
場
の
委
員
会
で
、
対
象
業

務
・対

象
労

働
者
を
は

じ
め
と
し
た
上

記
の
各

事
項
等
を
決
議

４
．
制
度
導
入
手
続

「
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度

」
の

創
設
に
つ
い
て


時
間

外
・
休

日
労
働
協
定
の
締
結
や
時
間
外

・休
日

・深
夜
の

割
増
賃

金
の
支

払
義
務

等
の
規
定
を
適
用
除
外
と
す
る
。

５
．
法
的
効
果
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「
働

き
方

・
休

み
方

改
善

ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
を
利

用
し
て
働

き
方

改
革

を
進

め
て
み

ま
せ

ん
か

厚
生
労
働
省
で
は
、
企
業
の
皆
さ
ま
が
社
員
の
働
き
方
・
休
み
方
の
改
善
に
向
け
た
検
討
を
行
う
際
に
活
用
で
き
る
「
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
サ
イ
ト
で
は
、
専
用
指
標
に
よ
っ
て
企
業
診
断
が
で
き
る
「
働
き
方
・
休
み
方
改
善
指
標
」
や
、
「
企
業
に
お
け
る
取
組
事
例
」
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
社
員
が
自
ら
の
働
き
方
・
休
み
方
を
振
り
返
る
た
め
の
診
断
も
行
え
ま
す
。

長
時
間
労
働
や
休
暇
が
取
れ
な
い
生
活
が
常
態
化
す
れ
ば
、
社
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
高
く
な
り
、
生
産
性
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、

企
業
と
し
て
は
、
離
職
リ
ス
ク
の
上
昇
や
、
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
社
員
の
た
め
に
、
そ
し
て
企
業
経
営
の
観

点
か
ら
も
、
長
時
間
労
働
の
抑
制
や
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
ツ
ー
ル
を
提
供
し
ま
す

１
専
用
指
標
に
よ
る
企
業
診
断
が
で
き
ま
す

「
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

ht
tp

:/
/w

or
k-

ho
lid

ay
.m

hl
w

.g
o.

jp
（
平
成

27
年
１
月

30
日
開
設
）

診
断
結
果
に
基
づ
き
対
策
を
提
案
し
ま
す

企
業
の
取
組
事
例
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す

２

３

５

提
案
内
容
に
関
連
し
た
取
組
を
実
施
し
て

い
る
企
業
の
取
組
概
要
を
紹
介
し
ま
す

４
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働き方・休み方改善コンサルタント

【A局：W株式会社（建設業）】
・業務閑散期において連続休暇を取得できるよう、年次有給休暇の計画的取得制度を
導入したこと等により、１００％近い年休取得率を達成

【B局：X株式会社（製造業）】
・仕事を標準化することによる業務の「見える化」や部署ごとの年間休日カレンダーの
社内掲示による情報共有化等により、年間平均残業時間を前年比６分の１に削減

【C局：Y株式会社（情報サービス業）】
・残業が多く発生したり休みが取りにくい部署や担当者の原因について、毎月のミー
ティングにおけるチェックを実施すること等により、会社全体で約５０％の残業を削減

助言・指導による改善事例

○ 働き方・休み方の改善に関する相談への対応や助言・指導を行うことにより、改善
策の自主的検討・実施を推進

・業種及び職種等の特性に応じた働き方・休み方の改善のための企業の診断及び
改善指導（個別訪問）の実施

・長時間労働の抑制等に向けた経営者の意識改革のための体験・参加型研修会
（働き方・休み方の事例研究・課題解決）の実施

・助成金支給企業に対するフォローアップとしてのコンサルティングの実施
・その他、電話・窓口相談への対応

取組内容

○ 恒常的な長時間労働の実態にある事業場に対し、働き方・休み方の改善の
ための相談、助言・指導を行うことを目的として、都道府県労働局に配置

○ 「働き方」の改善に加え、「休み方」に重点を置いた改善も意識しつつ、仕事の
組み立て方や就労の仕方を見直す等、「働き方」と「休み方」を総合的に改善
していくための相談、助言・指導

※ 「休み方」の改善 ⇒ 効果的な疲労の回復につながるような休日・休暇の
付与・取得に改善していくこと

働き方・休み方改善コンサルタント制度の概要
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